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令和元年度 保土ケ谷区 防災・地域福祉保健アンケート 

 

アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆集計結果の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットＮは、その設問に対する回答者数を表す。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）として算出して

いる。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると 100％を超える場合がある。

また、小数点以下第 2 位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％にならない場合がある。 

 

※概要数値の見方 

数値はそれぞれ割合（％）を表示。基数の記述があるもの以外は回答数を基本としている。 

（Ｎ＝1,794） 

 

※クロス集計表の見方 

集計表の中の横向きの柱状グラフは、そのマスの中の比率に応じた長さとなっている。またその表中

の最大値が、マスいっぱいの長さとなる。 

 

 

 

  

（１）仕様 

・調査地域 保土ケ谷区内全域 

・調査対象 区内に居住する 18 歳以上の男女 4,000 人（外国籍含む、無作為抽出） 

・抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

・調査方法 調査票の郵送（配布・回収）による自記入形式 

 ・調査期間 令和元年５月 31 日～６月 28 日 

 ・回収結果 有効回答者数 1,794 人、有効回答率 44.9％ 

 

（２）構成 

 前回調査（H27.1 実施）から継続して質問する項目と、行政課題に対して区民意識を

確認する必要から新たに設定した質問で構成。 

 ・防災に関する質問 13 問、福祉保健に関する質問 17 問、及び回答者の属性 




